
Ｃ 物質・エネルギー 

１段階 ア 物と重さ ※粒子の保存性 ／ ２段階 ア 水や空気と温度 ※粒子のもつエネルギー 

 

生   活  理   科  

シ ものの仕組みと働き 
※物の形や重さといった物の性質に関する内容と，風やゴムの働きといったエネルギーの見方に関わる内容で構成 

Ｃ 物質・エネルギー 

ア 物と重さ ※粒子の保存性 ア 水や空気と温度  
※粒子のもつエネルギー 

シ

 

も

の

の

仕

組

み

と

働

き 

小学部 １段階 小学部 ２段階 小学部 ３段階 中

１

段

階 

 

ア 

物

と

重

さ 

／ 

中

２

段

階 

 

ア 

水

や

空

気

と

温

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部  １段階 中学部  ２段階 

身の回りの生活の中で，物の重さ

に気付くことなどに関わる学習活

動 

身近な生活の中で，ものの仕組み

などに関わる学習活動 

日常生活の中で，ものの仕組みなど

に関わる学習活動 

 

※中学部「理科」C 物質・エネルギーの

内容との関連を踏まえて指導すること 

物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しな

がら調べる活動 

水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目

して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活

動 

 

思

判

表 

（ｱ）身の回りにあるものの仕

組みや働きに気付き，それを

教師と一緒にみんなに伝えよ

うとすること。 

（ｱ）身近にあるものの仕組みや働

きが分かり，それらを表現しよう

とすること。 

（ｱ）日常生活の中で，ものの仕組

みや働きが分かり，それらを表現す

ること。 

知 

技 

（ｱ）次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付けること。 

㋐物は，形が変わっても重さは変わらないこと。 

㋑物は，体積が同じでも重さは違うことがあるこ

と。 

㋐水や空気は，温めたり冷やしたりすると，その体

積が変わること。 

㋑水は，温度によって水蒸気や氷に変わること。 

知

技 

（ｲ）身の回りにあるものの仕

組みや働きについて関心をも

つこと。 

（ｲ）身近にあるものの仕組みや働

きについて知ること。 

（ｲ）ものの仕組みや働きに関して

関心をもって調べること。 

思

判

表 

（ｲ）物の形や体積と重さとの関係について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，物の性質についての

疑問をもち，表現すること。 

（ｲ）水や空気の体積や状態の変化について調べる中

で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経

験を基に予想し，表現すること。 

【 物 と 重 さ 】 【 形 と 重 さ 】 【 温 度 と 体 積 の 変 化 】 

 

指

導

内

容 

・物の重さに関心をもつこと 

・物には重いものと軽いものがあることに気付くこと 

・物は形が変わっても重さは変わらないことに気付くこと 

㋐粘土やアルミニウム箔，新聞紙など，数種の身の回りに

ある形の変えられる物を，広げたり，いくつかに分けて丸

めたりすることで形を変え，そのときの重さの違いを調べ

る活動 

㋐水や空気を温めたり，冷やしたりしたときの体積

の変化について調べる活動 

※２段階「Ｂイ天気の様子」における自然界での水の状態

変化の学習との関連を図ること 

内

容 

物は，形が変わっても重さは変わらないことについての理解

を図り，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付け

ること 

水や空気は，温めたり冷やしたりすると，それらの体積は変

わることについての理解を図り，観察，実験などに関する初

歩的な技能を身に付けること 

ポ

イ

ン

ト 

物の重さに関心をもつこと 

 

容器に入れた水の量の違いによ

り，「重い・軽い」という感覚を経験

することなど，児童が実感できるよ

うに学習を進めていくこと 

物には重いものと軽いものがあること

に気付くこと 

 

天秤，ばね秤，台秤といった道具を活

用することで，児童が「重い・軽い」を

視覚的に分かるよう工夫すること 

物は形が変わっても重さは変わらない

ことに気付くこと 

 

粘土などの身の回りにあるものを広げ

たり，丸めたりするなどし 

て形を変え，手ごたえなどの体感をもと

にしながら重さの違いを調べること 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，生徒の実態に応じて，自動上皿はかり

を用いて，重さを数値化し，その結果を記録したり，表に整

理したりすること 

沸騰した水の中から出てくる泡を集めて冷やすと水になる
ことから，この泡は空気ではなく水が変化したものであるこ

とに気付くようにすること 
 
見えない水蒸気の存在を温度の変化と関係付けて捉える

ようにすること 
 
寒剤を使って水の温度を０℃まで下げると，水が凍って氷

に変わることを捉えるようにすること 
 
水は温度によって液体，気体，又は固体に状態が変化する

ということを捉えること 
 
水は 100℃より低い温度でも蒸発していることを捉えるよ

うにするために，２段階「Ｂイ天気の様子」における自然界
での水の状態変化の学習との関連を図るようにすること 

【 体 積 と 重 さ 】 【 水 の 三 態 変 化 】 

㋑身の回りにある粘土や砂などの物を，容器などを用いて

体積を同じにし，そのときの重さの違いを調べる活動 

㋑水の状態の変化について調べる活動 

※２段階「Ｂイ天気の様子」における自然界での水の状態

変化の学習との関連を図ること 

内

容 

物は，体積が同じでも重さは違うことがあることについての

理解を図り，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に

付けること 

水は，温度によって水蒸気や氷に変わることについての理

解を図り，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付

けること 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，生徒の実態に応じて，てんびんを用い

て比べたり，自動上皿はかりを用いて重さを数値化したりす

ること 

 

同体積の木球や樹脂球，金属球などを用いたり，身の回り

にあるいろいろな物を測定したりして，重さの違いを調べる

こと 

沸騰した水の中から出てくる泡を集めて冷やすと水になる

ことから，この泡は空気ではなく水が変化したものであるこ
とに気付くようにすること 
 

見えない水蒸気の存在を温度の変化と関係付けて捉える
ようにすること 
 

寒剤を使って水の温度を０℃まで下げると，水が凍って氷
に変わることを捉えるようにすること 
 

水は温度によって液体，気体，又は固体に状態が変化する
ということを捉えること 
 

水は 100℃より低い温度でも蒸発していることを捉えるよ
うにするために，２段階「Ｂイ天気の様子」における自然界
での水の状態変化の学習との関連を図るようにすること 

小３理科 Ａ 物質・エネルギー 

⑴「物と重さ」 

小４理科 Ａ 物質・エネルギー 

⑵「金属，水，空気と温度」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科：物の重さを調べよう 

物は、形が変わっても重さは変わらな

いことについて理解する。 

物は、体積が同じでも重さは違うこと

があることについて理解する。 

理科：水のすがたと温度 

水や空気は、温めたり冷やしたりす

ると、それらの体積は変わることに

ついて理解する。 

水は、温度によって水蒸気や氷に変

わることについて理解する。 

 

※２段階「Ｂイ天気の様子」におけ

る自然界での水の状態変化の学習と

の関連 

今後、小学部で「物と重さ」の内容を取扱うよう検討が必要 



Ｃ 物質・エネルギー 

１段階 イ 風やゴムの力の働き ※エネルギーの捉え方 

 

生   活  理   科  
シ ものの仕組みと働き 

※物の形や重さといった物の性質に関する内容と，風やゴムの働きといったエネルギーの見方に関わる内容で構成 

Ｃ 物質・エネルギー 

イ 風やゴムの力の働き 
※エネルギーの捉え方 

ア 水や空気と温度 
※粒子のもつエネルギー 

シ

 

も

の

の

仕

組

み

と

働

き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 １段階 小学部 ２段階 小学部 ３段階 中

１

段

階 

 

イ 

風

や

ゴ

ム

の

力

の

働

き 

中学部  １段階 中学部  ２段階 

身の回りの生活の中で，物の重さ

に気付くことなどに関わる学習活

動 

身近な生活の中で，ものの仕組み

などに関わる学習活動 

日常生活の中で，ものの仕組みなど

に関わる学習活動 

 
※中学部「理科」C 物質・エネルギーの

内容との関連を踏まえて指導すること 

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，そ

れらを比較しながら調べる活動 

水や空気の性質について，体積や状態の変化に

着目して，それらと温度の変化とを関係付けて

調べる活動 

 

思

判

表 

（ｱ）身の回りにあるものの仕

組みや働きに気付き，それを

教師と一緒にみんなに伝えよ

うとすること。 

（ｱ）身近にあるものの仕組みや働

きが分かり，それらを表現しよう

とすること。 

（ｱ）日常生活の中で，ものの仕組

みや働きが分かり，それらを表現す

ること。 

知 

技 

（ｱ）次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付けること。 

㋐風の力は，物を動かすことができること。また，風の力の

大きさを変えると，物が動く様子も変わること。 

㋑ゴムの力は，物を動かすことができること。また，ゴムの

力の大きさを変えると，物が動く様子も変わること。 

㋐水や空気は，温めたり冷やしたりすると，そ

の体積が変わること。 

㋑水は，温度によって水蒸気や氷に変わるこ

と。 

知

技 

（ｲ）身の回りにあるものの仕

組みや働きについて関心をも

つこと。 

（ｲ）身近にあるものの仕組みや働

きについて知ること。 

（ｲ）ものの仕組みや働きに関して

関心をもって調べること。 

思

判

表 

（ｲ）風やゴムの力で物が動く様子について調べる中で，差

異点や共通点に気付き，風やゴムの力の働きについての疑問

をもち，表現すること。 

（ｲ）水や空気の体積や状態の変化について調べ

る中で，見いだした疑問について，既習の内容

や生活経験を基に予想し，表現すること。 

【 風 や ゴ ム の 力 の 働 き 】 【 風 の 力 の 働 き 】 
※
「
Ｃ 

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー 

ア 

物
と
重
さ
／
ア 

水
や
空
気
と
温
度
」
参
照 

 

指

導

内

容 

・風やゴムの力によって物が動く様子に関心をもつこと 

・風やゴムの力は，物を動かすことができることに気付くこと 

・風やゴムの大きさを変えると，物が動く様子も変わることに気付くこと 

㋐風の力で動く物をつくり，うちわや板目紙などを用いて，物に

風を当てたときの力の大きさと物の動く様子について調べる活動 

内

容 

風の力は，物を動かすことができることや，風の力の大きさを変える
と，物が動く様子も変わることについての理解を図り，観察，実験な

どに関する初歩的な技能を身に付けること 

ポ

イ

ン

ト 

風やゴムの力によって物が動く様

子に関心をもつこと 

 

例えば，紙コップロケットといった

ゴムの力を利用した簡単なおもち

ゃなど 

風やゴムの力は，物を動かすことがで

きることに気付くこと 

 

例えば，色紙や色テープを使って風に

よって起こる空気の流れを視覚化する

など，児童が風やゴムの働きに着目で

きるよう工夫すること 

風やゴムの大きさを変えると，物が動く

様子も変わることに気付くこと 

 

例えば，ウィンドカーといった風の力を利

用したおもちゃづくりなど 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，生徒の実態に応じて，風の強さなどと物の動き

との関係を簡単な表や画像，動画記録などを使って整理すること 
 
移動させた距離を測ったり，紙テープなどを用いて比べたりすること 

【 ゴ ム の 力 の 働 き 】 

㋑ゴムの力で動く物をつくり，長さや太さが同じゴムを複数束ね

たり，引っ張る長さを変えたりしたときの元に戻ろうとする力の

大きさについて調べる活動 

内

容 

ゴムの力は，物を動かすことができることや，ゴムの力の大きさを変
えると，物が動く様子も変わることについての理解を図り，観察，実験

などに関する初歩的な技能を身に付けること 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，生徒の実態に応じて，ゴムの伸びなどと物の

動きとの関係を簡単な表や画像，動画記録などを使って整理するこ
と 
 

移動させた距離を測ったり，紙テープなどを用いて比べたりすること 

小３理科 Ａ 物質・エネルギー 
⑵「風とゴムの力の働き」 

 

１段階 ウ 光や音の性質  ※エネルギーの捉え方 

 

生   活  理   科  
シ ものの仕組みと働き 

※物の形や重さといった物の性質に関する内容と，風やゴムの働きといったエネルギーの見方に関わる内容で構成 

Ｃ 物質・エネルギー 

ウ 光や音の性質 
※エネルギーの捉え方 

ア 水や空気と温度 
※粒子のもつエネルギー 

シ

 

も

の

の

仕

組

み

と

働

き 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 １段階 小学部 ２段階 小学部 ３段階 中

１

段

階 

 

ウ 

光

や

音

の

性

質 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部  １段階 中学部  ２段階 

身の回りの生活の中で，物の重さに

気付くことなどに関わる学習活動 

身近な生活の中で，ものの仕組

みなどに関わる学習活動 

日常生活の中で，ものの仕組みなど
に関わる学習活動 
 

※中学部「理科」C 物質・エネルギーの
内容との関連を踏まえて指導すること 

光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を

出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えた

ときの違いを比較しながら調べる活動 

水や空気の性質について，体積や状態の変化に

着目して，それらと温度の変化とを関係付けて

調べる活動 

 

思

判

表 

（ｱ）身の回りにあるものの仕組

みや働きに気付き，それを教師

と一緒にみんなに伝えようとす

ること。 

（ｱ）身近にあるものの仕組みや

働きが分かり，それらを表現し

ようとすること。 

（ｱ）日常生活の中で，ものの仕組

みや働きが分かり，それらを表現す

ること。 

知 

技 

（ｱ）次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付けること。 

㋐日光は直進すること。 

㋑物に日光を当てると，物の明るさや暖かさが変わること。 

㋒物から音が出たり伝わったりするとき，物は震えているこ

と。 

㋐水や空気は，温めたり冷やしたりすると，そ

の体積が変わること。 

㋑水は，温度によって水蒸気や氷に変わるこ

と。 

知

技 

（ｲ）身の回りにあるものの仕組

みや働きについて関心をもつこ

と。 

（ｲ）身近にあるものの仕組みや

働きについて知ること。 

（ｲ）ものの仕組みや働きに関して

関心をもって調べること。 

思

判

表 

（ｲ）光を当てたときの明るさや暖かさの様子，音を出したと

きの震え方の様子について調べる中で，差異点や共通点に気

付き，光や音の性質についての疑問をもち，表現すること。 

（ｲ）水や空気の体積や状態の変化について調

べる中で，見いだした疑問について，既習の内

容や生活経験を基に予想し，表現すること。 

【 風 や ゴ ム の 力 の 働 き 】 【光の当て方と明るさや暖かさ】 
※
「
Ｃ 

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー 

ア 

物
と
重
さ
／
ア 

水
や
空
気
と
温
度
」
参
照 

 

指

導

内

容 

・風やゴムの力によって物が動く様子に関心をもつこと 

・風やゴムの力は，物を動かすことができることに気付くこと 

・風やゴムの大きさを変えると，物が動く様子も変わることに気付くこと 

㋐平面鏡などに日光を当てたときの，平面鏡の向きや光の様子に

ついて調べる活動 

内

容 
日光は直進することについての理解を図り，観察，実験などに関する

初歩的な技能を身に付けること 

ポ

イ

ン

ト 

風やゴムの力によって物が動く様子

に関心をもつこと 

 

例えば，紙コップロケットといったゴ

ムの力を利用した簡単なおもちゃな

ど 

風やゴムの力は，物を動かすことが

できることに気付くこと 

 

例えば，色紙や色テープを使って風

によって起こる空気の流れを視覚化

するなど，児童が風やゴムの働きに

着目できるよう工夫すること 

風やゴムの大きさを変えると，物が動く

様子も変わることに気付くこと 

 

例えば，ウィンドカーといった風の力を利

用したおもちゃづくりなど 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，平面鏡の代わりに，アルミニウム板などの光を

反射させることができる物の使用 

【光の当て方と明るさや暖かさ】 

㋑光を当てたときの物の明るさや暖かさについて調べる活動 

内

容 

物に日光を当てると，物の明るさや暖かさが変わることについての理

解を図り，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付けること 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，生徒の実態に応じて，放射温度計やデジタル

サーモテープなどを利用すること 

【 音 の 伝 わ り 方 】 

㋒身の回りにある物を使って音を出したときの物の震え方や音の

大きさを変えたときの現象の違いについて調べる活動 

内

容 

物から音が出たり伝わったりするときは物が震えていることについて

の理解を図り，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付けるこ
と 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，音の大きさと物の震え方との関係を捉える道具
については，生徒が扱いやすい打楽器など 
 

音の伝わりを捉える活動としては，鉄棒，糸電話を使うことなど 
 
観察，実験などの結果を生徒の実態に応じた方法で記録したり，簡

単な表で整理したりすること 

小３理科 Ａ 物質・エネルギー 

 ⑶「光と音の性質」 

理科：太陽の光を調べよう 

日光は直進することについて理解する。 

物に日光を当てると，物の明るさや暖か

さが変わることについて理解する。 

 

※Ｂ地球・自然のア太陽と地面の様子の

㋑の続きで、同じ単元に組み込む。 

理科：風やゴムで動かそう 

風の力は、物を動かすことができる

ことや、風の力の大きさを変える

と。物が動く様子も変わることにつ

いて理解する。 

ゴムの力は、物を動かすことができ

ることや、ゴムの力の大きさを変え

ると、物が動く様子も変わることに

ついて理解する。 

生活：作って遊ぼう

（風・ゴム） 

風やゴムの大きさを変

えると、物が動く様子

も変わることに気付

く。 凧あげ（小３） 

ゴムで動く車（小４） 

理科：音を出して調べよう 

物から音が出たり伝わったりするときは物

が震えていることについて理解する。 

生活単元学習：風やゴムで遊ぼう 

生活単元学習：風やゴムで遊ぼう 

凧あげ（小３） 

ゴムで動く車（小４） 

生活：作って遊ぼう

（風・ゴム） 

風やゴムの大きさを変

えると、物が動く様子

も変わることに気付

く。 



Ｃ 物質・エネルギー 

１段階 エ 磁石の性質 ※エネルギーの変換と保存 

 

生   活  理   科  

シ ものの仕組みと働き 
※物の形や重さといった物の性質に関する内容と，風やゴムの働きといったエネルギーの見方に関わる内容で構成 

Ｃ 物質・エネルギー 

エ 磁石の性質 
※エネルギーの変換と保存 

ア 水や空気と温度 
※粒子のもつエネルギー 

シ

 

も

の

の

仕

組

み

と

働

き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 １段階 小学部 ２段階 小学部 ３段階 中

１

段

階 

 

エ

磁

石

の

性

質 

中学部  １段階 中学部  ２段階 

身の回りの生活の中で，物の重さ

に気付くことなどに関わる学習活

動 

身近な生活の中で，ものの仕組み

などに関わる学習活動 

日常生活の中で，ものの仕組みな

どに関わる学習活動 

 

※中学部「理科」C 物質・エネルギー

の内容との関連を踏まえて指導するこ

と 

磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたとき

の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動 

水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目

して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活

動 

 思

判

表 

（ｱ）身の回りにあるものの仕

組みや働きに気付き，それを

教師と一緒にみんなに伝えよ

うとすること。 

（ｱ）身近にあるものの仕組みや働

きが分かり，それらを表現しよう

とすること。 

（ｱ）日常生活の中で，ものの仕組

みや働きが分かり，それらを表現

すること。 

知 

技 

（ｱ）次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付けること。 

㋐磁石に引き付けられる物と引き付けられない物が

あること。 

㋑磁石の異極は引き合い，同極は退け合うこと。 

㋐水や空気は，温めたり冷やしたりすると，その体

積が変わること。 

㋑水は，温度によって水蒸気や氷に変わること。 

知

技 

（ｲ）身の回りにあるものの仕

組みや働きについて関心をも

つこと。 

（ｲ）身近にあるものの仕組みや働

きについて知ること。 

（ｲ）ものの仕組みや働きに関して

関心をもって調べること。 

思

判

表 

（ｲ）磁石を身の回りの物に近付けたときの様子につ

いて調べる中で，差異点や共通点に気付き，磁石の

性質についての疑問をもち，表現すること。 

（ｲ）水や空気の体積や状態の変化について調べる中

で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経

験を基に予想し，表現すること。 

【 風 や ゴ ム の 力 の 働 き 】 【磁石に引き付けられる物】 
※
「
Ｃ 

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー 

ア 

物
と
重
さ
／
ア 

水
や
空
気
と
温
度
」
参
照 

 

指

導

内

容 

・風やゴムの力によって物が動く様子に関心をもつこと 

・風やゴムの力は，物を動かすことができることに気付くこと 

・風やゴムの大きさを変えると，物が動く様子も変わることに気付くこと 

㋐磁石を身の回りの物に近付けたときの物の様子や 

特徴について調べる活動 

内

容 

磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があること

についての理解を図り，観察，実験などに関する初歩的な

技能を身に付けること 

ポ

イ

ン

ト 

風やゴムの力によって物が動く様

子に関心をもつこと 

 

例えば，紙コップロケットといった

ゴムの力を利用した簡単なおもち

ゃなど 

風やゴムの力は，物を動かすことができ

ることに気付くこと 

 

例えば，色紙や色テープを使って風に

よって起こる空気の流れを視覚化する

など，児童が風やゴムの働きに着目で

きるよう工夫すること 

風やゴムの大きさを変えると，物が動く

様子も変わることに気付くこと 

 

例えば，ウィンドカーといった風の力を

利用したおもちゃづくりなど 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，磁石に引き付けられる物や引き付けら

れない物を調べること，また，磁石に物が引き付けられる力

を手ごたえなどで感じとったり，磁石を方位磁針に近付け

て，その動き方を調べたりすること 

【 異 極 と 同 極 】 

㋑二つの磁石を近付け，磁石が相互に引き合ったり，退け

合ったりする様子について調べる活動 

内

容 

磁石の異極は引き合い，同極は退け合うことについての理

解を図り，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付

けること 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，磁石の極を調べたり，磁石に引き付け

られる物，引き付けられない物を調べたりする際に，生徒の

実態に応じて，実験の結果を簡単な表などに分類，整理す

ること 

小３理科 Ａ 物質・エネルギー 

⑷「磁石の性質」 

 

１段階 オ 電気の通り道 ※エネルギーの変換と保存 

 

生   活  理   科  

シ ものの仕組みと働き 
※物の形や重さといった物の性質に関する内容と，風やゴムの働きといったエネルギーの見方に関わる内容で構成 

Ｃ 物質・エネルギー 

オ 電気の通り道 
※エネルギーの変換と保存 

ア 水や空気と温度 
※粒子のもつエネルギー 

シ

 

も

の

の

仕

組

み

と

働

き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 １段階 小学部 ２段階 小学部 ３段階 中

１

段

階 

 

オ 

電

気

の

通

り

道 

中学部  １段階 中学部  ２段階 

身の回りの生活の中で，物の重さ

に気付くことなどに関わる学習活

動 

身近な生活の中で，ものの仕組み

などに関わる学習活動 

日常生活の中で，ものの仕組みな

どに関わる学習活動 

 

※中学部「理科」C 物質・エネルギー

の内容との関連を踏まえて指導するこ

と 

電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，

乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと

通さないときのつなぎ方を比較しながら調べる活動 

水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目

して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活

動 

 思

判

表 

（ｱ）身の回りにあるものの仕

組みや働きに気付き，それを

教師と一緒にみんなに伝えよ

うとすること。 

（ｱ）身近にあるものの仕組みや働

きが分かり，それらを表現しよう

とすること。 

（ｱ）日常生活の中で，ものの仕組

みや働きが分かり，それらを表現

すること。 

知 

技 

（ｱ）次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付けること。 

㋐電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があるこ

と。 

㋑電気を通す物と通さない物があること。 

㋐水や空気は，温めたり冷やしたりすると，その体

積が変わること。 

㋑水は，温度によって水蒸気や氷に変わること。 

知

技 

（ｲ）身の回りにあるものの仕

組みや働きについて関心をも

つこと。 

（ｲ）身近にあるものの仕組みや働

きについて知ること。 

（ｲ）ものの仕組みや働きに関して

関心をもって調べること。 

思

判

表 

（ｲ）乾電池と豆電球などをつないだときの様子につ

いて調べる中で，差異点や共通点に気付き，電気の

回路についての疑問をもち，表現すること。 

（ｲ）水や空気の体積や状態の変化について調べる中

で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経

験を基に予想し，表現すること。 

【 風 や ゴ ム の 力 の 働 き 】 【電気を通すつなぎ方】 
※
「
Ｃ 

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー 

ア 

物
と
重
さ
／
ア 

水
や
空
気
と
温
度
」
参
照 

 

指

導

内

容 

・風やゴムの力によって物が動く様子に関心をもつこと 

・風やゴムの力は，物を動かすことができることに気付くこと 

・風やゴムの大きさを変えると，物が動く様子も変わることに気付くこと 

㋐１個の乾電池と１個の豆電球などを導線でつないだとき

の，つなぎ方と豆電球などの様子について調べる活動 

内

容 

回路ができると電気が通り，豆電球などが動作することに

ついての理解を図り，観察，実験などに関する初歩的な技

能を身に付けること 

ポ

イ

ン

ト 

風やゴムの力によって物が動く様

子に関心をもつこと 

 

例えば，紙コップロケットといった

ゴムの力を利用した簡単なおもち

ゃなど 

風やゴムの力は，物を動かすことができ

ることに気付くこと 

 

例えば，色紙や色テープを使って風に

よって起こる空気の流れを視覚化する

など，児童が風やゴムの働きに着目で

きるよう工夫すること 

風やゴムの大きさを変えると，物が動く

様子も変わることに気付くこと 

 

例えば，ウィンドカーといった風の力を

利用したおもちゃづくりなど 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，豆電球などが動作するつなぎ方と動

作しないつなぎ方を調べること 

【 電 気 を 通 す 物 】 

㋑回路の一部に，身の回りにあるいろいろな物を入れたと

きの豆電球などの様子について調べる活動 

内

容 

物には電気を通す物と通さない物があることについての理

解を図り，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付

けることで 

ポ

イ

ン

ト 

観察，実験などの際，電気を通す物や通さない物を調べる

こと 

 

電気を通す物と通さない物を調べる際に，実験の結果を簡

単な表や画像記録などを使って整理すること 

小３理科 Ａ 物質・エネルギー 

⑸「電気の通り道」 

 

理科：磁石をつけよう 

磁石に引き付けられる物と引き付けられ

ない物があることについて理解する。 

磁石の異極は引き合い，同極は退け合う

ことについて理解する。 

理科：明かりをつけよう 

回路ができると電気が通り，豆電球など

が動作することについて理解する。 

物には電気を通す物と通さない物がある

ことについて理解する。 

生活単元学習：風やゴムで遊ぼう 

凧あげ（小３） 

ゴムで動く車（小４） 

生活：作って遊ぼう

（風・ゴム） 

風やゴムの大きさを変

えると、物が動く様子

も変わることに気付

く。 

生活単元学習：風やゴムで遊ぼう 

凧あげ（小３） 

ゴムで動く車（小４） 

生活：作って遊ぼう

（風・ゴム） 

風やゴムの大きさを変

えると、物が動く様子

も変わることに気付

く。 


